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平
成
二
十
一
年
二
月
十
一
日
に
開
催
さ
れ
る
日
韓
外
相
会
談
に
お
け
る
竹
島
問
題
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
第
三

回
質
問
主
意
書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
一
第
一
〇
三
号
）
を
踏
ま
え
、
再
度
質
問
す
る
。

一

本
年
二
月
十
一
日
、
韓
国
の
首
都
ソ
ウ
ル
で
行
わ
れ
た
、
中
曽
根
弘
文
外
務
大
臣
と
柳
明
桓
外
交
通
商
部
長
官
に
よ
る
日

韓
外
相
会
談
（
以
下
、
「
外
相
会
談
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
中
曽
根
大
臣
の
評
価
如
何
。

二

前
回
質
問
主
意
書
で
、
「
外
相
会
談
」
に
お
い
て
、
中
曽
根
大
臣
と
し
て
竹
島
問
題
を
柳
長
官
に
対
し
て
提
起
す
る
考
え

は
あ
る
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
御
指
摘
の
日
韓
外
相
会
談
に
お
け
る
や
り
取
り
の
詳
細
に
つ
い
て

明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
大
韓
民
国
と
の
関
係
も
あ
り
差
し
控
え
た
い
が
、
中
曽
根
外
務
大
臣
よ
り
、
竹
島
の
領
有
権
に
つ

い
て
は
、
我
が
国
に
は
我
が
国
の
立
場
が
あ
る
旨
指
摘
し
た
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
外
務
省
Ｈ
Ｐ
に
本
年
二
月

十
一
日
付
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
日
韓
外
相
会
談
（
概
要
）
」
に
は
、
中
曽
根
大
臣
よ
り
竹
島
問
題
の
提
起
が
な
さ
れ
た
旨

の
記
述
は
見
ら
れ
な
い
が
、
中
曽
根
大
臣
は
「
外
相
会
談
」
に
お
い
て
と
り
上
げ
ら
れ
た
ど
の
テ
ー
マ
の
中
で
竹
島
問
題
に

触
れ
た
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

三

「
外
相
会
談
」
に
お
い
て
中
曽
根
大
臣
が
竹
島
問
題
に
触
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
な
ぜ
二
の
「
日
韓
外
相
会
談
（
概

一



要
）
」
で
記
述
さ
れ
て
い
な
い
の
か
、
そ
の
理
由
を
説
明
さ
れ
た
い
。

四

二
の
答
弁
に
あ
る
、
竹
島
の
領
有
権
に
つ
い
て
の
我
が
国
の
立
場
と
は
具
体
的
に
ど
の
様
な
も
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

五

「
外
相
会
談
」
に
お
け
る
中
曽
根
大
臣
の
竹
島
問
題
に
つ
い
て
の
指
摘
に
対
し
て
、
柳
長
官
は
ど
の
様
な
回
答
を
し
た
か

説
明
さ
れ
た
い
。

六

「
外
相
会
談
」
に
よ
り
、
竹
島
問
題
は
解
決
に
向
け
前
進
し
た
か
。
中
曽
根
大
臣
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


